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課題と取り組み事項 実施主体 内容 活動指標

豊

田

市

中

京

大

学

愛

知

工

業

大

学

豊

田

看

護

大

学

豊

田

高

専

ツ

ー

リ

ズ

ム

と

よ

た

宮

田

電

工

豊

田

地

域

医

療

C

ト

ヨ

タ

自

動

車

ス

ポ

ー

ツ

協

会

地

域

S

C

会

議

ス

ポ

ボ

ラ

と

よ

た

エ

ー

ア

イ

シ

ス

テ

ム

サ

ー

ビ

ス

タスク

①郷土愛の醸成

提案募集

選考・採択

事業開始

成果報告

提案募集

研修

企画実施

成果報告

参加者募集

イベント開催

②グローバル意識の醸成

「スポーツボランティアとよた（スポボラとよた）」への学生ボランティア参加 豊田市
FIA世界ﾗﾘｰ選手権など世界的なｲﾍﾞﾝﾄにおいて、会場案内等のﾎﾞﾗﾝﾃｨｱ
活動を通じて、ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙ意識を醸成する。

（取組１の活動指標）
1回（大会）以上／年

● ○ ○ ○ ○ ボランティア参加

実施準備

実施

実施準備

実施

③地元就職の促進

事業準備

事業開催

実施準備

事業開始

申込み

事業実施

申込み

事業実施

④健康意識の醸成

実施準備

事業開始

実施準備

事業開始

体育館、運動場等の施設利用の促進による地域住民の健康意識の向上 豊田看護大学
体育館•運動場等の施設利用を地域住民に促すことで、積極的に運動等
を行っていただき、健康の促進及び健康に対する意識を高める。

（取組３の活動指標）
100件以上利用促進／年

○ ● 事業実施

⑤防災意識の醸成

リスクマネジメント体制の評価・点検 愛知工業大学
豊田PFのリスクマネシ''メント体制が十分なものである評価するための協
議を行う。

（取組１の活動指標）
1回以上／年

○ ● ○ ○ ○ ○ 事業実施

共同の防災教育プログラムの実施 愛知工業大学
ｷｬﾘｱﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄを目的とする「防災ﾏｲｽﾀｰ養成講座」（履修証明ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ）を
共同で実施する。

（取組２の活動指標）
1回以上／年

● ○ ○

事業準備

事業開催

事業準備

事業開催

事業準備

事業開催

事業準備

事業開催

事業準備

事業開催

⑥環境教育の推進

実施準備

実施

⑦ボランティア活動の推進

豊田高専
学生が自治区主催のイへ''ント等にホ''ランティアとしし、地域に根ざした活
動や活性化に向けた取組を実施する。

（取組１の活動指標）
3回／年

○ ● 実施

豊田看護大学
学生•教員が自治区主催のイへ''ント等にホ''ランティア参加し、地域に根ざ
した活動や活性化に向けた取組を実施する。

（取組２の活動指標）
3回／年

○ ● 実施

愛知工業大学
学生が自治区主催のイへ''ント等にホ''ランティアとしし、地域に根ざした活
動や活性化に向けた取組を実施する。

（取組３の活動指標）
3回／年

○ ● 実施

10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

学生が参画するまちづくり事業の実施 豊田市
（取組２の活動指標）
提案数3提案以上

または1提案以上の実施／年
● ○

○ ○ ○行政課題に対する研究・事業の提案と実現 豊田市
（取組１の活動指標）
提案数3提案以上

または1提案以上の実施／年
● ○

●

松平郷天下泰平の竹あかり開催協力 中京大学
（取組３の活動指標）

1回以上／年
●

○ ○ ○

○

「外国人研修生の研修生活」への学生ボランティア支援 豊田看護大学
（取組２の活動指標）

２回以上／年
○

ﾀｲ、韓国、ｽｳｪｰﾃﾞﾝからの外国人研修生受け入れに際し、ﾎｰﾑｽﾃｲ先の
提供および研修生のｻﾎﾟｰﾄを行う。

集客や開催に学生たちが協力し、当該イベントのさらなる活性化を目指
す。

「豊田市在住の外国人子どもへの健康支援」への学生ボランティア参加 豊田看護大学
（取組３の活動指標）

２回以上／年
○

●

ﾌﾞﾗｼﾞﾙ人学校（EAS）の児童・生徒に対し身体測定を実施し、個々の成長
の変化を把握するため個別記録用紙に測定値を記入する。

豊田市の医療施設等への就職を促進するために就職説明会の開催 豊田看護大学
（取組２の活動指標）

1回以上／年
○

● ○地元自治体・地元産業界等への就職促進の取り組み

豊田市役所へのインターンシップ 豊田市

（取組３の活動指標）
ｲﾝﾀｰﾝｼｯﾌﾟ等参加者

5名以上／年
※各大学等1名以上

● ○

●

愛知工業大学
（取組１の活動指標）

1回以上／年
○ ○

豊田市人事課、産業人材活躍課等と協力し、豊田市で働く魅力について
学生へ周知するための取組を行う。

就職説明会を開催することにより、本学学生が豊田市の医療施設へ少し
でも多く就職を希望するよう推進する。

豊田市役所の業務説明会 中京大学
（取組４の活動指標）

1回以上／年
○ ●

○ ○ ○
まちづくり、農業、環境、産業振興、福祉、技術、保育、消防、防災など、
多岐にわたる豊田市の業務について、インタ-ンシップ等を通じて体験。

ブラジル人学校における身体測定の実施 豊田看護大学
（取組１の活動指標）

1回以上／年
○

○ ○
豊田市人事課の協力のもと、豊田市役所職員の業務について説明会を
開催し、学生たちに就職先として、地元自治体への関心を高める。

ブラジル人学校における健康教育の実施 豊田看護大学
（取組２の活動指標）

1回以上／年
○

●
フ''ラシ''ル人学校に通う児童の身体測定(身長•体重等)を行う。身体計測
値を経年的に記録できる用紙(冊子)の作成。

●
ブラジル人学校(EAS)の女生徒に対しPMS(月経前症候群)講習を実施す
る。

豊田市学生機能別団員（学生消防団員） 豊田市
（取組３の活動指標）

1回以上／年
● ○ ○ ○

豊田市と大学との人事交流 愛知工業大学
（取組４の活動指標）

1回以上／年
○ ●

BCPセミナー 豊田市
（取組５の活動指標）

1回以上／年
● ○

BCPの必要性や、作成時の重要な視点や、事業所としてやるべきことを
整理し、施設と従業員の安全安心の確保と事業の継続ついてセミナー形
式で学ぶ。

豊田市自主防災リーダー養成講座 豊田市
（取組６の活動指標）

1回以上／年
● ○

○

「持続可能な未来へ向けての地域連携」 愛知工業大学 （取組１の活動指標）
1回／年

●

防災士資格試験の実施 愛知工業大学
（取組７の活動指標）

1回以上／年
○ ○ ●

地域イベントへの参加

豊田市環境部循環型社会推進課と協力して、ごみ減量に関する冊子等を
製作し、豊田市民へ環境意識改善の促進につながる取組を実施する。

豊田市をフィ-ルドとし、大学等の知見や教員の研究成果を活用したまち
づくり等に関わる研究または事業の提案と実現。

学生の視点を活かした、豊田市をフィ-ルドにした魅力あるまちづくりの提
案と実現。

地域の防災力向上を目指し、防災士資格取得講座を開講し、地域の防災
士有資格者の増員を図る。

豊田市自主防災会の会員などを対象に、防災に係る活動や啓発を地域
で推進するリーダーを養成するため、学生を中心に構成された防災研究
会のメンバーとともに防災講座を行う。

学生消防団員として、大規模災害時に迅速かつ効果的に対応できるよ
う、防災及び消防に関する知識や技術を習得するための訓練を実施す
る。

豊田市防災対策課の職員が地域防災研究センターの客員研究員となり、
自治体の大学が協力して、地域の防災力向上するための体制を整える。

○

○

○

○

○
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タスク 10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

⑧地域学習支援の推進（学校教育活動支援）

準備

実施

実施準備

実施

（取組３の活動指標） 実施準備

１回以上／年 事業開始

公開講座、「とよたサイエンスクラブ」の開催 豊田高専
小中学生向け公開講座、理科教室及び豊田市と連携した「とよたｻｲｴﾝｽ
ｸﾗﾌﾞ」の講座を開催する。公開講座ﾘｽﾄを4月に市内小中学校への郵送及
びｳｪﾌﾞ公開等により周知し実施する。

（取組４の活動指標）
公開講座（豊田市内開催）：5講座／年

とよたｻｲｴﾝｽｸﾗﾌﾞ：2講座／年
○ ● 開催

（取組５の活動指標） 実施準備

１校以上／年 実施

（取組６の活動指標） 実施準備

企画1回以上／年 実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

⑨ものづくり事業の更なる展開

研究・実験等

報告

研究・実験等

報告

新技術・新産業創出支援セミナー・イベントの開催 豊田高専 ioT等の新技術•新産業創出支援に関するセミナ-•イへ''ント等を開催する。
（取組４の活動指標）

5件以上／年
○ ● 開催

製造技術者育成講座の開催 豊田高専 「機械製図の基礎講座」等の製造技術者育成のための講座を開催する。
（取組５の活動指標）

4講座／年
○ ● 開催

Society5.0に対応できるものづくり技術者の育成（「ﾃﾞｼﾞﾀﾙ×ものづくり」ｶﾚｯｼﾞ） 豊田高専
学生と現役地元企業技術者との混成チ-ムによる「テ’シ''タルXものづく
り」力いッシ''を1年間(4月〜3月)にわたり開講する。

（取組６の活動指標）
1講座／年

○ ● 開講

⑩スポーツ活動の促進

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

実施準備

実施

地域スポーツ推進連携事業　パラスポーツ体験会 豊田市 市内各小学校に通う児童を対象にパラスポーツ体験会を開催する。 ● ○ ○ ○

○

シニア健幸教室

地域スポーツ推進連携事業　こどもの運動遊び教室 豊田市 市内こども園・幼稚園の年長を対象にこどもの運動遊び教室を開催する。 ● ○

地域スポーツ推進連携事業　走り方教室 豊田市 市内小学校の3年生を対象に走り方教室を開催する。 ● ○

（取組６の活動指標）
８０園　各園２回以上／年

（取組７の活動指標）
企画１回以上／年

（取組８の活動指標）
６０校　各校１回以上／年

（取組９の活動指標）
１０回以上／年

○

スポーツ協会

○ ○

60歳以上を対象に体力再生教室を開催する。

豊田マラソンにて、ストレッチブースの設置や救護、運営スタッフの協力を
行う。

●

○

地域スポーツ教室推進連携事業　スタンツ教室 豊田市 ● ○
小学１年生～４年生を対象に運動遊びや器具を使った多様な運動に親し
む機会を提供する。

（取組５の活動指標）
５会場　各会場16回以上／年

○ ○ ○

○

○ ○

豊田市の初等中等教育機関との意見交換 中京大学
（取組１の活動指標）

1回程度／年
○ ●

豊田市における教育支援活動の実施 中京大学
（取組２の活動指標）

１回以上／年
○ ●

●高校生対象の職業意識を醸成するための進学情報交換会等の実施 豊田看護大学 ○

② ③ ④ ⑤

中京大学 ○ ●

①

○MIRAIへ繋ぐ夢の教室 in 豊田 中京大学 ○ ●

小学校水泳指導事業の実施

豊田市の高等学校での看護ベーシック（授業）支援 豊田看護大学
（取組８の活動指標）

２コマを22回／年
○ ●

豊田市の初等中等教育機関への防災教育 愛知工業大学
（取組７の活動指標）

3回以上／年
○ ●

豊田市の高等学校への健康生活支援演習の実施 豊田看護大学
（取組９の活動指標）

1回以上／年
○ ●

○

豊田市の高等学校での課題研究への助言 豊田看護大学
（取組１０の活動指標）

1回以上／年
○ ●

大学、豊田市による地域農業支援の共同研究・休耕地での実証実験 愛知工業大学
（取組３の活動指標）

1回以上／年
○ ●

○大学及び豊田地域医療センターによる共同研究・施設での実証実験 愛知工業大学
（取組２の活動指標）

1回以上／年
●

イーグルススポーツスクールの開催 中京大学
（取組１の活動指標）

5回以上／年
○ ●

豊田マラソン 豊田市
（取組10の活動指標）

1回以上／年
● ○

とよたスポーツフェスティバル 豊田市
（取組３の活動指標）
企画1回以上／年

● ○

中京大学子どもスポーツフェスタの開催 中京大学
（取組２の活動指標）

1回以上／年
○ ● ○ ○ ○○ ○

キッズスポーツフェスティバル 豊田市
（取組４の活動指標）
企画1回以上／年

●
幼児（年中・年長）から小学３年生を対象に球技から武道まで３種目のス
ポーツ体験を提供する。

スポーツを体験•体感するイベントを開催し、子どものスポーツ離れや体力
低下等の課題解決に寄与する。

豊田市防災対策課と協力して、小学校•中学校に対し、防災意識の醸成や
地域の実情に応じた防災教育を実施する。

豊田高等学校生徒に対し、本学教員による看護ベーシック授業を行う。

豊田高等学校生徒に対し、本学教員による健康生活支援(日常生活動作
や災害などの身近な問題を題材にした活動)演習を行う。

豊田西高等学校課題研究(SSH)へ本学教員を派遣し、生徒の発表内容に
対して助言を行う。

大学と地元産業界等による共同研究を実施する。研究テーマは、「転倒の
予測に基づく下肢麻痺者用の生活支援ロボットのハンズフリー動作制御」
である。プラットフォームで研究内容を共有し、ご意見や助言をいただくこ
とで、内容の向上に努める。

大学と地元_治体等による共同研究を実施する。研究テーマは、「草刈り
作業の省力化に関わる研究開発および実証実験」である。プラットフォー
ムで研究内容を共有し、ご意見や助言をいただくことで、内容の向上に努
める。

小中学生など、子どもを対象にしたスホ°-ツ教室を開催し、基礎的な運
動能力及び体力の向上を図る。

豊田市教育委員会との連携に関する覚書に基づき実施する。

豊田市在住の児童•生徒あるいはその保護者に対する教育支援活動を実
施する。

看護をよく知ってもらい、将来、看護師として就職を希望する者を増やした
いため、進学情報交換会等を実施する。

近隣の小学校の水泳授業を大学のプールで実施し、学生たちが児童の
指導を補助する。

スポーツ選手等を小中学校に派遣し、キャリア教育に寄与する講演を行
う。

○

スポーツの関心を高めるため、アスリートと触れ合い、スポーツに親しむ
機会を提供する。
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タスク 10月 11月 12月 1月 2月 3月4月 5月 6月 7月 8月 9月

⑪生涯学習の推進

（取組１の活動指標） 実施準備

5回以上／年 事業実施

実施準備

実施

実施準備

実施

⑫プラットフォーム形成組織の連携強化

実施準備

実施

豊田市・大学間や大学間等の人事交流の実施 中京大学
豊田市と大学の間や、大学と大学の間において人事交流を行うことで連
携を深め、7°ラットフォ-ム活動を促進する。

（取組２の活動指標）
企画：1回／年
実施：1回／年

○ ● ○ ○ ○ 実施

実施準備

実施

実施準備

実施

※●・・・・・責任機関　○・・・・・実施機関

豊田市における長期的な高等教育の展望、教育の質の保証、各高等教
育機関の役割や、18歳人口の減少等を踏まえた地域の高等教育の将来
像等について議論する。

地域住民に対する公開講座の実施 豊田看護大学 ○ ●
地域の保健•医療•福祉の向上及び地域医療の質の向上に寄与することを
目的に地域住民を対象とした公開講座等を実施する。

高等教育のグランドデザインに関する議論の実施 中京大学
（取組２の活動指標）

1回以上／年
○ ● ○ ○

○ ○ ○

○

プラットフォーム共同のＦＤ・ＳＤの実施 中京大学
（取組１の活動指標）

1回以上／年
○ ● ○ ○ ○

公開講座「豊田PF参画大学等によるSDGsに関する取組み」 中京大学
（取組３の活動指標）

10講座／年
○ ●

中長期計画の振り返りに対する地域の声を把握する取組
および寄せられた意見を踏まえた施策検討

中京大学
（取組３の活動指標）

企画：1回／年
実施：1回／年

○ ● ○ ○ ○

中京大学及び愛知工業大学による共同研究及び施設利用 中京大学
（取組４の活動指標）

1回以上／年
● ○

○ ○
豊田市内のイベント等への出展を通じた豊田PFへの意見徴収
および寄せられた意見を踏まえた施策検討

愛知工業大学

（取組４の活動指標）
企画：１回／年
実施：１回／年

○ ●

実施

豊田PFに参画する大学等のSDGsに関する取組について、講座を配信
し、生涯学習の機会を創出する。

大学間による共同研究を実施する。研究テーマは、「長•短腓骨筋の等尺
性足関節外転に対する貢献度および疲労耐性」である。プラットフォーム
で研究内容を共有し、ご意見や助言をいただくことで、内容の向上に努め
る。

豊田市民が集まるイベントにプラットフォームとして出展し、プラットフォー
ムの活動や各学校の取組を紹介する。また、市民から直接ご意見を伺
い、意見を分析することにより、今後の活動に生かす。

中長期計画の振り返りをホームページで公開するとともに、市民からの意
見を収集する施策を検討し、実行する。

FDについては、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成大学等が合同で実施することにより、大
学等間の学術分野の共通理解を踏まえ、ｼﾗﾊﾞｽの書き方や講義方法な
ど、授業の内容や改善方法を合同で話し合う場を設ける。SDについて
は、ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成大学の経営資源を活用し、豊田市の協力のもと、地
域の課題や高等教育の課題について、解決策を考える内容を中心とす
る。なお、FD・SDともにﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ形成大学等対象のほか、他大学等も
含めて広く展開するFD・SDも実施する。


